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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　温水を貯留させる貯湯タンクと、
　所定の加熱手段を利用して加熱された高温水を前記貯湯タンク内へ貯留する沸き上げ手
段と、
　前記加熱手段の停止中に、前記貯湯タンク内に貯留された高温水と所定の加熱対象水と
を熱交換させる第１追焚き手段と、
　前記加熱手段の動作中に、当該加熱手段を利用して加熱された高温水と所定の加熱対象
水とを熱交換させる第２追焚き手段と、
　所定の加熱対象水を加熱させる追焚き運転の要求が出された場合に、時刻情報に基づい
て、前記第１追焚き手段と前記第２追焚き手段との何れか一方を選択して実行する制御手
段と、
　を備え、
　前記加熱手段を利用して前記貯湯タンク内の水を加熱して高温水とする沸き上げ用熱交
換器と、
　前記沸き上げ用熱交換器において加熱された温水と、所定の加熱対象水とを熱交換させ
る利用側熱交換器と、
　一端が前記貯湯タンクの上部に接続され、途中に前記沸き上げ用熱交換器が設置され、
他端が前記貯湯タンクの第１下部に接続された沸き上げ水循環回路と、
　一端が前記沸き上げ水循環回路における前記貯湯タンクの前記上部と前記沸き上げ用熱
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交換器との間に接続され、途中に前記利用側熱交換器が設置され、他端が前記沸き上げ水
循環回路における前記貯湯タンクの前記第１下部と前記沸き上げ用熱交換器との間に接続
され、前記利用側熱交換器の熱源側流路を構成する熱源側流路と、
　前記熱源側流路の前記他端に設置された第１流路切替手段と、
　前記沸き上げ水循環回路における前記熱源側流路の前記一端との接続部と前記沸き上げ
用熱交換器との間に設置された第２流路切替手段と、
　前記第２流路切替手段と前記貯湯タンクの第２下部とを接続する下部戻し流路と、
　前記沸き上げ水循環回路における前記第１流路切替手段と前記沸き上げ用熱交換器との
間に設置された循環ポンプと、
　一端が前記沸き上げ水循環回路における前記循環ポンプと前記沸き上げ用熱交換器との
間に接続され、他端が前記第２流路切替手段に接続されたバイパス流路と、を備え、
　前記第１流路切替手段は、前記貯湯タンクの前記第１下部と前記沸き上げ用熱交換器と
が前記沸き上げ水循環回路を介して連通する第１流路形態と、前記熱源側流路と前記沸き
上げ用熱交換器とが前記沸き上げ水循環回路を介して連通する第２流路形態とを選択可能
な手段であって、
　前記第２流路切替手段は、前記沸き上げ用熱交換器と前記貯湯タンクの前記上部とが前
記沸き上げ水循環回路を介して連通する第１流路形態と、前記沸き上げ用熱交換器と前記
下部戻し流路とが前記沸き上げ水循環回路を介して連通する第２流路形態と、前記バイパ
ス流路と前記下部戻し流路とが連通する第３流路形態とを選択可能な手段であって、
　前記制御手段は、前記第１追焚き手段が選択された場合に、前記第２流路形態が選択さ
れるように前記第１流路切替手段を制御し、前記第３流路形態が選択されるように前記第
２流路切替手段を制御し、前記循環ポンプが作動するように制御し、且つ、前記加熱手段
が停止するように制御し、前記第２追焚き手段が選択された場合に、前記第２流路形態が
選択されるように前記第１流路切替手段を制御し、前記第１流路形態が選択されるように
前記第２流路切替手段を制御し、前記循環ポンプが作動するように制御し、且つ、前記加
熱手段が動作するように制御することを特徴とする貯湯式給湯機。
【請求項２】
　使用者が前記第１追焚き手段を選択する第１時間帯と前記第２追焚き手段を選択する第
２時間帯とを設定する設定手段を更に備え、
　前記制御手段は、前記追焚き運転の要求が出された時刻が前記第１時間帯に属する場合
には前記第１追焚き手段を選択し、前記第２時間帯に属する場合には前記第２追焚き手段
を選択することを特徴とする請求項１記載の貯湯式給湯機。
【請求項３】
　前記第２追焚き手段を選択することを禁止する禁止時間帯を使用者が設定する第２設定
手段を更に備え、
　前記制御手段は、前記追焚き運転の要求が出された時刻が前記禁止時間帯に属する場合
には前記第１追焚き手段を選択することを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の貯湯
式給湯機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、貯湯式給湯機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の貯湯式給湯機において、貯湯タンクの湯を熱源とした貯湯追焚き運転と、ヒート
ポンプユニットで沸上げた湯を熱源としたヒートポンプ直接追焚き運転とを切替可能な給
湯機が開示されている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
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【特許文献１】特開２００９－２５０５３５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１の給湯機において、貯湯追焚き運転よりもヒートポンプ直接追焚き運転のほ
うがヒートポンプ動作での騒音、および電気代が発生することになるが、特許文献１には
選択についての課題認識や解決策が何ら提示されていない。
【０００５】
　この発明は、上述のような課題を解決するためになされたもので、使用者の意図に反し
た時間に運転音や電気代などが生じない、使い勝手のよい貯湯式給湯機を提供することを
目的する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この発明に係る貯湯式給湯機は、温水を貯留させる貯湯タンクと、所定の加熱手段を利
用して加熱された高温水を貯湯タンク内へ貯留する沸き上げ手段と、加熱手段の停止中に
、貯湯タンク内に貯留された高温水と所定の加熱対象水とを熱交換させる第１追焚き手段
と、加熱手段の動作中に、当該加熱手段を利用して加熱された高温水と所定の加熱対象水
とを熱交換させる第２追焚き手段と、所定の加熱対象水を加熱させる追焚き運転の要求が
出された場合に、時刻情報に基づいて、第１追焚き手段と第２追焚き手段との何れか一方
を選択して実行する制御手段と、を備え、加熱手段を利用して貯湯タンク内の水を加熱し
て高温水とする沸き上げ用熱交換器と、沸き上げ用熱交換器において加熱された温水と、
所定の加熱対象水とを熱交換させる利用側熱交換器と、一端が貯湯タンクの上部に接続さ
れ、途中に沸き上げ用熱交換器が設置され、他端が貯湯タンクの第１下部に接続された沸
き上げ水循環回路と、一端が沸き上げ水循環回路における貯湯タンクの上部と沸き上げ用
熱交換器との間に接続され、途中に利用側熱交換器が設置され、他端が沸き上げ水循環回
路における貯湯タンクの第１下部と沸き上げ用熱交換器との間に接続され、利用側熱交換
器の熱源側流路を構成する熱源側流路と、熱源側流路の他端に設置された第１流路切替手
段と、沸き上げ水循環回路における熱源側流路の一端との接続部と沸き上げ用熱交換器と
の間に設置された第２流路切替手段と、第２流路切替手段と貯湯タンクの第２下部とを接
続する下部戻し流路と、沸き上げ水循環回路における第１流路切替手段と沸き上げ用熱交
換器との間に設置された循環ポンプと、一端が沸き上げ水循環回路における循環ポンプと
沸き上げ用熱交換器との間に接続され、他端が第２流路切替手段に接続されたバイパス流
路と、を備え、第１流路切替手段は、貯湯タンクの第１下部と沸き上げ用熱交換器とが沸
き上げ水循環回路を介して連通する第１流路形態と、熱源側流路と沸き上げ用熱交換器と
が沸き上げ水循環回路を介して連通する第２流路形態とを選択可能な手段であって、第２
流路切替手段は、沸き上げ用熱交換器と貯湯タンクの上部とが沸き上げ水循環回路を介し
て連通する第１流路形態と、沸き上げ用熱交換器と下部戻し流路とが沸き上げ水循環回路
を介して連通する第２流路形態と、バイパス流路と下部戻し流路とが連通する第３流路形
態とを選択可能な手段であって、制御手段は、第１追焚き手段が選択された場合に、第２
流路形態が選択されるように第１流路切替手段を制御し、第３流路形態が選択されるよう
に第２流路切替手段を制御し、循環ポンプが作動するように制御し、且つ、加熱手段が停
止するように制御し、第２追焚き手段が選択された場合に、第２流路形態が選択されるよ
うに第１流路切替手段を制御し、第１流路形態が選択されるように第２流路切替手段を制
御し、循環ポンプが作動するように制御し、且つ、加熱手段が動作するように制御するも
のである。
【発明の効果】
【０００７】
　この発明によれば、ユーザーの意図に反した運転音や電気代などが生じない、使い勝手
のよい貯湯式給湯機を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
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【０００８】
【図１】本発明の実施の形態１における貯湯式給湯機のシステム構成図である。
【図２】本発明の実施の形態１における貯湯式給湯機の貯湯追焚き運転時の回路構成図で
ある。
【図３】本発明の実施の形態１における貯湯式給湯機のヒートポンプ直接追焚き運転時の
運転回路構成図である。
【図４】本発明の実施の形態１において実行されるルーチンのフローチャートである。
【図５】本発明の実施の形態２における貯湯式給湯機の貯湯湯張り運転時の回路構成図で
ある。
【図６】本発明の実施の形態２における貯湯式給湯機のヒートポンプ直接湯張り運転時の
運転回路構成図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の貯湯式給湯機の実施の形態について、図面を参照して詳細に説明する。
尚、各図面において共通する要素には、同一の符号を付して、重複する説明を省略する。
【００１０】
実施の形態１
　図１は、本発明の実施の形態１における貯湯式給湯機３５のシステム構成図である。図
１に示す貯湯式給湯機３５は、タンクユニット３３と、ヒートポンプサイクルを利用する
ように構成されたヒートポンプユニット７と、運転動作の命令や設定値の変更操作をする
リモコン４４と、を備えている。２つのユニット７、３３は、ヒートポンプ往き配管１４
とヒートポンプ戻り配管１５とによって接続されている。また、タンクユニット３３には
、制御部３６が内蔵されている。タンクユニット３３およびヒートポンプユニット７が備
える各種の弁類、ポンプ類等の作動は、これらと電気的に接続された制御部３６により制
御される。タンクユニット３３とリモコン４４とは、電線により電気的に接続される。以
下、貯湯式給湯機３５の各構成要素について説明する。
【００１１】
　ヒートポンプユニット７は、タンクユニット３３から導かれた低温水を加熱する（沸上
げる）ための加熱手段として機能するものである。ヒートポンプユニット７は、圧縮機１
、水冷媒熱交換器３、膨張弁４、空気熱交換器６を冷媒循環配管５にて環状に接続し、冷
凍サイクル（ヒートポンプサイクル）を構成している。水冷媒熱交換器３は、ヒートポン
プサイクルを構成する冷媒循環配管５を流れる冷媒とタンクユニット３３から導かれた低
温水との間で熱交換を行うためのものである。また、ヒートポンプ戻り温度サーミスタ４
０は、水冷媒熱交換器３で加熱した高温湯の温度を検知するための温度センサーであり、
ヒートポンプ戻り配管１５に設けられている。
【００１２】
　一方、タンクユニット３３には、以下の各種部品や配管などが内蔵されている。貯湯タ
ンク８は、湯水を貯留するためのものである。貯湯タンク８の下部に設けられた水導入口
８ａには、市水を減圧弁３１で所定圧力に調圧した上で供給するための第３給水配管９ｃ
が接続されており、貯湯タンク８の上部には、貯留した湯水を給湯機外部へ供給するため
の給湯配管２１が温水導入出口８ｄから接続されている。なお、貯湯タンク８には、ヒー
トポンプユニット７を用いて加熱された高温湯がタンク上部から流入されるとともに、第
３給水配管９ｃを介して低温水をタンク下部から流入させることにより、タンク内の上部
と下部で温度差が生じるように湯水が貯留される。また、貯湯タンク８の表面には、取付
高さを変えて貯湯タンク８内の湯水の温度分布を検知するための残湯サーミスタ（上部）
４２および残湯サーミスタ（下部）４３が取り付けられている。これらの残湯サーミスタ
（上部）４２、残湯サーミスタ（下部）４３により取得された温度分布に基づいて、貯湯
タンク８内の残湯量が把握され、ヒートポンプユニット７による貯湯タンク８内の湯水の
沸上げ運転の開始および停止などが制御される。
【００１３】
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　また、タンクユニット３３内には、熱源ポンプ１２およびふろ用熱交換器２０が内蔵さ
れている。熱源ポンプ１２は、タンクユニット３３内の後述する各種配管に湯水を循環さ
せるためのポンプであり、後述するヒートポンプ往き配管１４上に設けられている。なお
、熱源ポンプ１２の下流のヒートポンプ往き配管１４上には、循環する湯水の温度を検出
する冷却循環温度サーミスタ３９ａが設けられている。ふろ用熱交換器２０は、貯湯タン
ク８やヒートポンプユニット７から供給される高温湯を利用して、２次側の加熱対象水（
浴槽循環水や暖房用循環水など）を加熱するための熱交換器である。なお、本実施形態で
は、ふろ用熱交換器２０の２次側の構成として、浴槽３０内の湯水を循環させるふろ往き
配管２７とふろ戻り配管２８を例に挙げて説明する。ふろ用熱交換器２０は、ふろ往き配
管２７とふろ戻り配管２８の途中に設置されている。また、ふろ往き配管２７とふろ戻り
配管２８の途中には、浴槽水を循環させるためのふろ循環ポンプ２９と、浴槽３０から出
た浴槽水の温度を検知するためのふろ戻り温度サーミスタ３８と、ふろ用熱交換器２０か
ら出た熱交換後の湯の温度を検知するためのふろ往き温度サーミスタ３７が設置されてい
る。
【００１４】
　次に、タンクユニット３３が備える弁類および配管類について説明する。タンクユニッ
ト３３は、三方弁１１および四方弁１８を有している。三方弁１１は、湯水が流入する２
つの入口（ａポート、ｂポート）と、湯水が流出する１つの出口（ｃポート）とを有する
流路切り替え手段であり、ａポートもしくはｂポートのどちらかから湯水が流入するよう
に湯水の経路を切り替え可能に構成されている。四方弁１８は、湯水が流入する２つの入
口（ｂポート、ｃポート）と、湯水が流出する２つの出口（ａポート、ｄポート）とを有
する流路切り替え手段であり、４つの経路、すなわち、ａ－ｂ経路、ａ－ｃ経路、ｂ－ｄ
経路、ｃ－ｄ経路の間で流路形態を切替可能に構成されている。
【００１５】
　また、タンクユニット３３は、水導出口配管１０、上記ヒートポンプ往き配管１４、上
記ヒートポンプ戻り配管１５、温水導入配管（熱源側回路）２０ａ、第１のバイパス配管
１６、温水導出配管（熱源側回路）２０ｂ、第２のバイパス配管１７を有している。水導
出口配管１０は、貯湯タンク８の下部に設けられた水導出口８ｂ（第１下部）と三方弁１
１のａポートとを接続する流路である。ヒートポンプ往き配管１４は、三方弁１１のｃポ
ートとヒートポンプユニット７の入口側とを接続する流路であり、ヒートポンプ戻り配管
１５は、ヒートポンプユニット７の出口側と四方弁１８のｃポートとを接続する流路であ
り、給湯配管２１は、四方弁１８のｄポートと貯湯タンク８上部（温水導入出口８ｄ）と
を接続する流路であり、第１のバイパス配管１６は、四方弁１８のａポートと貯湯タンク
８の中央部から下部の間に設けられた温水導入口８ｃ（第２下部）とを接続する流路であ
る。また、温水導入配管（熱源側回路）２０ａは、給湯配管２１における貯湯タンク上部
と四方弁１８との間から分岐し、ふろ用熱交換器２０の１次側入口に接続される流路であ
り、温水導出配管（熱源側回路）２０ｂは、ふろ用熱交換器２０の１次側出口と三方弁１
１のｂポートとを接続する流路である。更に、第２のバイパス配管１７は、ヒートポンプ
往き配管１４における三方弁１１とヒートポンプユニット７の入り口側との間から分岐し
、四方弁１８のｂポートに接続される流路である。
【００１６】
　更に、タンクユニット３３は、給水管路９、第１給水配管９ａ、第２給水配管９ｂ、給
湯用混合弁２２、ふろ用混合弁２３、第１給湯配管２４、第２給湯配管２５を有している
。より具体的には、給水管路９は、一端が市水源に接続された第１給水配管９ａと、第１
給水配管９ａの他端に減圧弁３１を介して接続された第２給水配管９ｂおよび上述した第
３給水配管９ｃとによって構成されている。第２給水配管９ｂは途中から分岐してそれぞ
れ給湯用混合弁２２とふろ用混合弁２３とに接続されることにより水側配管を構成してい
る。また、給湯配管２１は分岐してそれぞれ給湯用混合弁２２およびふろ用混合弁２３に
接続されることにより湯側配管を構成している。給湯用混合弁２２およびふろ用混合弁２
３は、給湯配管２１から供給される高温水と第２給水配管９ｂから流れる水の流量比を調
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整して、ユーザーがリモコン４４にて設定し、設定温度に調整する。給湯用混合弁２２で
温度調整された温水は、第１給湯配管２４から給湯栓３４を経由して、ユーザーが使用す
るシャワーやカラン等の蛇口（図示しない）に供給される。一方、ふろ用混合弁２３で設
定温度に調整された温水は、第２給湯配管２５からふろ用電磁弁２６、ふろ往き配管２７
、ふろ戻り配管２８を経て浴槽３０に供給される。
【００１７】
　上記三方弁１１は、次の第１および第２の２つの流路形態の間で、タンクユニット３３
内の湯水の流路を切り替えて使用する。具体的には、「第１流路形態」とは、貯湯タンク
８の水導出口８ｂと水冷媒熱交換器３とが水導出口配管１０およびヒートポンプ往き配管
１４を介して連通する流路形態であり、「第２流路形態」とは、温水導出配管（熱源側回
路）２０ｂと水冷媒熱交換器３とがヒートポンプ往き配管１４を介して連通する流路形態
である。
【００１８】
　四方弁１８は、次の第１～第４の４つの流路形態の間で、タンクユニット３３内の湯水
の流路を切り替えて使用する。具体的には、「第１流路形態」とは、水冷媒熱交換器３と
給湯配管２１とがヒートポンプ戻り配管１５を介して連通する流路形態であり、「第２流
路形態」とは、水冷媒熱交換器３と第１のバイパス配管１６とがヒートポンプ戻り配管１
５を介して連通する流路形態であり、「第３流路形態」とは、第２のバイパス配管１７と
第１のバイパス配管１６とが連通する流路形態であり、「第４流路形態」とは、第１のバ
イパス配管１６と給湯配管２１とが連通する流路形態である。
【００１９】
　次に、本実施の形態の貯湯式給湯機の動作について、図２～図３を参照して説明する。
図２は、本発明の実施の形態１における貯湯式給湯機３５の貯湯追焚き運転時の回路構成
図である。ここで、貯湯追焚き運転（第１追焚き手段）とは、貯湯タンク８に貯えた高温
湯と浴槽３０内の水とをふろ用熱交換器２０にて熱交換し、浴槽３０内の水の加熱を実施
する運転である。この貯湯追焚き運転時には、三方弁１１は、第２流路形態が選択される
ように制御される。また四方弁１８は、第３流路形態が選択されるように制御される。こ
れにより、ヒートポンプ往き配管１４から第２のバイパス配管１７を介して第１のバイパ
ス配管１６へと連通する経路が形成される。
【００２０】
　貯湯追焚き運転は、上記のように三方弁１１および四方弁１８が制御された状態で、熱
源ポンプ１２とふろ循環ポンプ２９の運転を開始することにより実行される。その結果、
貯湯タンク８の温水導入出口８ｄから流出する高温湯は、温水導入配管（熱源側回路）２
０ａを経由してふろ用熱交換器２０に導かれ、浴槽水と熱交換され、温水導出配管（熱源
側回路）２０ｂ、三方弁１１、四方弁１８、第１のバイパス配管１６を経由して、温水導
入口８ｃから貯湯タンク８の下部に流入する。一方、浴槽３０側の経路では、ふろ循環ポ
ンプ２９を運転することで、浴槽３０に張られた湯水がふろ往き配管２７とふろ戻り配管
２８内を循環する。その結果、ふろ用熱交換器２０の１次側を流れる高温湯の熱が、ふろ
用熱交換器２０の２次側を流れる湯水に伝達され、浴槽３０内に張られた湯水が温められ
る。この貯湯追焚き運転は、浴槽３０に張られた湯水の温度低下をふろ戻り温度サーミス
タ３８で検知することで制御部３６により自動的に実施、または、ユーザーが任意に実施
できる構成となっている。
【００２１】
　図３は、本発明の実施の形態１における貯湯式給湯機３５のヒートポンプ直接追焚き運
転の運転回路構成図である。ここで、ヒートポンプ直接追焚き運転（第２追焚き手段）と
は、ヒートポンプユニット７で沸上げた湯と浴槽３０内の水とをふろ用熱交換器２０にて
熱交換し、浴槽３０内の水の加熱を実施する運転である。このヒートポンプ直接追焚き運
転時には、三方弁１１は、第２流路形態が選択されるように制御され、四方弁１８は、第
１流路形態が選択されるように制御される。これにより、ヒートポンプ往き配管１４から
、ヒートポンプ戻り配管１５、給湯配管２１を介して温水導入配管（熱源側回路）２０ａ
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へと連通する経路が形成される。
【００２２】
　ヒートポンプ直接追焚き運転は、上記のように三方弁１１および四方弁１８が制御され
た状態で、ヒートポンプユニット７と熱源ポンプ１２とふろ循環ポンプ２９の運転を開始
することにより実行される。その結果、ヒートポンプユニット７から流出する高温湯は、
ヒートポンプ戻り配管１５、四方弁１８、給湯配管２１、温水導入配管（熱源側回路）２
０ａを経由してふろ用熱交換器２０に導かれ、浴槽水と熱交換され、温水導出配管（熱源
側回路）２０ｂ、三方弁１１、ヒートポンプ往き配管１４を経由して、ヒートポンプユニ
ット７へ流入する。一方、浴槽３０側の経路では、ふろ循環ポンプ２９を運転することで
、浴槽３０に張られた湯水がふろ往き配管２７とふろ戻り配管２８内を循環する。その結
果、ふろ用熱交換器２０の１次側を流れる高温湯の熱が、ふろ用熱交換器２０の２次側を
流れる湯水に伝達され、浴槽３０内に張られた湯水が温められる。このヒートポンプ直接
追焚き運転は、浴槽３０に張られた湯水の温度低下をふろ戻り温度サーミスタ３８で検知
することで制御部３６により自動的に実施、または、ユーザーが任意に実施できる構成と
なっている。
【００２３】
　ヒートポンプ直接追焚き運転は、ヒートポンプユニット７が動作するため、貯湯追焚き
運転と比べ、圧縮機１の動作や空気熱交換器６へ外気を送風する際などに、ヒートポンプ
ユニット７が設置された屋外で運転音がでる点と、動作するための電気代が発生する点に
違いがある。しかしながら、従来の装置では、どちらの追焚き運転で動作するかを制御部
３６が自動的に判断して運転を行うため、ユーザーの意図に反して、屋外で運転音が発生
したり、余分な電気代などが生じることも想定される。
【００２４】
　そこで、本実施の形態の構成による運転制御では、貯湯追焚き運転およびヒートポンプ
直接追焚き運転のどちらの追焚き運転を選択して実行するかを、時間帯で判断することと
している。各追焚き運転を実行する時間帯の時刻情報は、予めリモコン４４において設定
されて制御部３６へ送られている。このため、係る時刻情報に応じて制御部３６が追焚き
運転を選択することにより、使用者の意図しない運転音や電気代を生じない使い勝手の良
い貯湯式給湯機を得ることが可能となる。
【００２５】
　図４は、貯湯追焚き運転およびヒートポンプ直接追焚き運転のどちらの追焚き運転を選
択するかを判断するルーチンを示すフローチャートである。ここでは、使用者がリモコン
４４により「貯湯追焚き運転」および「ヒートポンプ直接追焚き運転」の各追焚き運転を
する時間帯の設定を事前に行った場合の、制御部３６の判断を中心に説明する。
【００２６】
　ステップＳ１では、追焚き機能の開始要求があるかどうか判断している。その結果、追
焚き機能の開始要求がある場合はステップＳ２へ進む。一方、追焚き機能の開始要求がな
い場合は、図中の「いいえ」方向に進みステップＳ１に戻りループ状態となる。ステップ
Ｓ２では、予めリモコン４４で設定された貯湯追焚き設定時間帯（第１時間帯）に属する
か否かを、現在時刻と比較して判断する。その結果、現在時刻が貯湯追焚き設定時間帯に
属する場合は、図中「はい」方向に進みステップＳ３に至り、現在時刻が「貯湯追焚き設
定時間帯」に属しない場合は、図中の「いいえ」方向に進みステップＳ４に至る。ステッ
プＳ３では、制御部３６にて貯湯追焚き運転が開始され、ＥＮＤに至る。
【００２７】
　ステップＳ４では、予めリモコン４４で設定された直接追焚き設定時間帯（第２時間帯
）に属するか否かを、現在時刻と比較して判断する。その結果、現在時刻が直接追焚き設
定時間帯に属する場合は、図中の「はい」方向に進みステップＳ５に至り、現在時刻が貯
湯追焚き設定時間帯に属しない場合は、図中の「いいえ」方向に進みステップＳ６に至る
。ステップＳ５では、制御部３６にて直接追焚き運転が開始され、ＥＮＤに至る。
【００２８】
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　ステップＳ６では、制御部３６にて貯湯追焚き運転とヒートポンプ直接追焚き運転との
どちらの追焚きが現時点で効率がよいかが自動的に判断され、何れかの追焚きが開始され
、ＥＮＤに至る。この自動的な判断とは、例えば、外気温が所定値よりも高いときや追焚
きする浴水の温度が加熱目標温度に対して差が大きい場合など、ヒートポンプによる熱交
換での効率が高く加熱効率が向上すると想定される場合は、ヒートポンプによる直接追焚
きを選択し、逆に外気温度が低いときや追焚き目標湯温と現在の湯温の差が小さく熱交換
の効率が低いと想定される場合には、ヒートポンプでの加熱には適さないので貯湯による
追焚き運転を選択しヒートポンプ運転での効率低下を回避する等を行うことができる。
【００２９】
　以上説明したとおり、本実施の形態の貯湯式給湯機３５によれば、予めユーザーにより
設定された時間帯に属する追焚き運転を行うため、使用者の意図しない運転音や電気代を
生じない、使い勝手の良い貯湯式給湯機を得ることが可能となる。
【００３０】
　ところで、上述した実施の形態の貯湯式給湯機３５では、貯湯追焚き設定時間帯と直接
追焚き設定時間帯とをユーザーが任意に設定することとしているが、これらの時間帯の設
定はこれに限られない。すなわち、例えば、電力料金制度上高額時間帯（７～２３時）で
ある昼間時間帯と深夜電力時間帯（２３～翌朝７時）である夜間時間帯との時間帯に応じ
て、「貯湯追焚き運転」および「ヒートポンプ直接追焚き運転」のどちらの追焚き運転を
するかを、時間帯別に設定することとしてもよい。これにより、夜間はヒートポンプユニ
ット７の運転音が気になるため、「貯湯追焚き運転」にする設定や、昼間はヒートポンプ
ユニット７の電気代が気になるため、「貯湯追焚き運転」にする設定などを行うことがで
きるので、使用者の意図に合った、使い勝手の良い貯湯式給湯機を得ることが可能となる
。
【００３１】
　また、上述した実施の形態の貯湯式給湯機３５では、リモコン４４において、「ヒート
ポンプ直接追焚き運転」の強制禁止時間を設定し、「貯湯追焚き運転」のみとなる時間帯
を設定することとしてもよい。これにより、例えば昼間時間帯を強制禁止時間に設定する
ことにより、深夜時間帯で沸き上げた貯湯を利用して追焚きをすることができるので、ラ
ンニングコストを低減することができる。
【００３２】
　また、上述した実施の形態では、図１に示す貯湯式給湯機３５の構成を用いて「貯湯追
焚き運転」および「ヒートポンプ直接追焚き運転」を実行することとしているが、システ
ム構成はこれに限られず、種々変形して実行することもできる。すなわち、「貯湯追焚き
運転」は、ヒートポンプユニット７が停止されている状態で、貯湯タンク８内の湯水を用
いた追焚き運転であればよく、また、「ヒートポンプ直接追焚き運転」は、ヒートポンプ
ユニット７が動作している状態で、当該ヒートポンプユニット７において加熱された湯水
を直接用いた追焚き運転であればよい。
【００３３】
実施の形態２．
　上述した実施の形態１の貯湯式給湯機３５では、追焚き運転を行う場合に、時刻情報に
応じて貯湯追焚き運転とヒートポンプ直接追焚き運転との何れかを選択することとしてい
るが、このような追焚き機能への適用に代えて、湯はり機能においても実施することがで
きる。図５は、本発明の実施の形態２における貯湯式給湯機３５の貯湯湯張り運転時の回
路構成図である。ここで、貯湯湯張り運転（第１湯張り手段）とは、貯湯タンク８に貯え
た高温湯を用いて浴槽３０内に湯張りする運転である。この貯湯湯張り運転時には、貯湯
タンク８の温水導入出口８ｄから給湯配管２１、ふろ用混合弁２３、第２給湯配管２５お
よびふろ往き配管２７を介して浴槽３０へと連通する経路が形成される。その結果、貯湯
タンク８の温水導入出口８ｄから流出する高温湯は、ふろ用混合弁２３において所定の温
度に調整された上で浴槽３０内へ湯張りされる。
【００３４】
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　図６は、本発明の実施の形態２における貯湯式給湯機３５のヒートポンプ直接湯張り運
転の運転回路構成図である。ここで、ヒートポンプ直接湯張り運転（第２湯張り手段）と
は、ヒートポンプユニット７で沸上げた湯を貯湯タンク８に貯留することなく直接浴槽３
０へ湯張りする運転である。このヒートポンプ直接湯張り運転時には、三方弁１１は、第
１流路形態が選択されるように制御され、四方弁１８は、第１流路形態が選択されるよう
に制御される。これにより、水導出口配管１０からヒートポンプ往き配管１４、ヒートポ
ンプ戻り配管１５を介して給湯配管２１へと連通する経路が形成される。
【００３５】
　ヒートポンプ直接湯張り運転は、上記のように三方弁１１および四方弁１８が制御され
た状態で、ヒートポンプユニット７と熱源ポンプ１２の運転を開始することにより実行さ
れる。その結果、ヒートポンプユニット７から流出する高温湯を用いて、ヒートポンプ戻
り配管１５、四方弁１８、給湯配管２１、ふろ用混合弁２３、第２給湯配管２５およびふ
ろ往き配管２７を経由して浴槽３０へと湯張りされる。
【００３６】
　本実施の形態の構成による運転制御では、どちらの湯張り運転を選択して実行するかを
、実施の形態１と同様に時間帯で判断することとしている。具体的には、貯湯湯張り運転
を選択する貯湯湯張り設定時間帯（第１時間帯）とヒートポンプ直接湯張り運転を選択す
る直接湯張り設定時間帯（第２時間帯）がユーザーによって予めリモコン４４で設定され
ている。このため、係る時刻情報に応じて制御部３６が湯張り運転を選択することにより
、使用者の意図しない運転音や電気代を生じない使い勝手の良い貯湯式給湯機を得ること
が可能となる。
【００３７】
　ところで、上述した実施の形態の貯湯式給湯機３５では、各湯張り運転を実行する時間
帯をユーザーが任意に設定することとしているが、これらの時間帯の設定はこれに限られ
ず、上述した実施の形態１における追焚き運転同様に、昼間時間帯および夜間時間帯に応
じて、使用者の意図に合った時間帯を設定すればよい。
【００３８】
　また、上述した実施の形態の貯湯式給湯機３５では、上述した実施の形態１における追
焚き運転同様に、リモコン４４において、「ヒートポンプ直接湯張り運転」の強制禁止時
間を設定し、「貯湯湯張り運転」のみとなる時間帯を設定することとしてもよい。これに
より、例えば昼間時間帯を強制禁止時間に設定することにより、深夜時間帯で沸き上げた
貯湯を利用して湯張りをすることができるので、ランニングコストを低減することができ
る。
【００３９】
　また、上述した実施の形態では、図１に示す貯湯式給湯機３５の構成を用いて「貯湯湯
張り運転」および「ヒートポンプ直接湯張り運転」を実行することとしているが、システ
ム構成はこれに限られず、種々変形して実行することもできる。すなわち、「貯湯湯張り
運転」は、ヒートポンプユニット７が停止されている状態で、貯湯タンク８内の湯水を利
用した湯張り運転であればよく、また、「ヒートポンプ直接湯張り運転」は、ヒートポン
プユニット７が動作している状態で、当該ヒートポンプユニット７において加熱された湯
水を直接利用した湯張り運転であればよい。
【符号の説明】
【００４０】
３　水冷媒熱交換器（熱源側熱交換器）
７　ヒートポンプユニット（加熱手段）
８　貯湯タンク
８ｂ　水導出口（第１下部）
８ｃ　温水導入口（第２下部）
８ｄ　温水導入出口（上部）
１０　水導出口配管（沸上げ水循環回路）
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１１　三方弁（第１流路切替手段）
１２　熱源ポンプ（循環ポンプ）
１３　熱源ポンプ配管（沸上げ水循環回路）
１４　ヒートポンプ往き配管（沸上げ水循環回路）
１５　ヒートポンプ戻り配管（沸上げ水循環回路）
１６　第１のバイパス配管（下部戻し流路）
１７　第２のバイパス配管（バイパス流路）
１８　四方弁（第２流路切替手段）
２０　ふろ用熱交換器（利用側熱交換器）
２０ａ　温水導入配管（熱源側回路）
２０ｂ　温水導出配管（熱源側回路）
２１　給湯配管（熱源側回路）
３０　浴槽
３５　貯湯式給湯機
３６　制御部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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